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＜連絡事項＞
・広報・記録委員会より、『For春夏号』の表紙用写真募集に関して、掲示されていますの
　各自確認して下さい。

・定期心電図検査の予定表が来ています。職員健診実施の都合上、今回は4/2（月）スタートとなります。都合がつかない場合は、検査技師：佐藤さんまで連絡して下さい。
北病棟→4/3（火）16：00～
また、検査当日に勤務スタッフは、患者様の誘導等協力していきましょう。
　対象者：浅坂　政美様、伊藤　義彦様、飯田　修子様、上野　千奈津様、金澤　洋子様、
　　　　　木村　美智子様、佐々木　淳様、嶋守　京子様、戸賀沢　潔様、中川原　義雄
　　様、畠山　文男様、原　吉郎様、深町　栄美子様、山口　富造様、山下　拓也
　　様　　　　　　　　　　計15名

＜患者様連絡事項＞
・飯田　修子様～本日9：30～4/2　16：00迄、自宅へ外泊に行かれています。本人希望に
て継続指示リスペリドン内用液3P持って行かれています。到着したら連
絡するよう、また、忘薬無いよう説明しています。自宅へ帰宅したと連
絡あり、口調は穏やかです。「朝食の後の薬が無いの。」と連絡はありま
すが、再度調べるよう説明し「ありました。すいません。」と返答してい
ます。
・三浦　久司様～本日9：00～4/2　16：00迄、青山荘宿泊体験利用の為、外泊へ行かれて
　　　います。内服薬、費用2,809円持って行かれています。

・上野　千奈津様～昨日の診察にて、4/4(水)に退院予定となっています。退院前訪問指導について確認したところ、 急な退院でありPSWは日程的に行く事が難しいとの事。他のSWにも一応相談はするが、4/2は入社式などもある事や、4/3は火曜日で外来の受診者が多く忙しい為、対応が困難との事。五福には、訪問看護の利用について連絡しており、毎週木曜日で導入可ではあるとの返事を頂いています。しかし、五福でも『退院後に単身生活になると、今までの経過よりデイケアへの利用などは自己中断するのではないか？退院後の支援体制は大丈夫か？』との確認があり
週4回のデイケア利用の予定で連絡していましたが、今までの経過を見ていると、デイケア体験利用についても当日に利用をキャンセルしている様子があります。本人と担当スタッフとで話し合い今後について検討していきましょう。

・吉田　光良様～継続指示の「便秘時－3日目でセンナリド　3T服用」のセンナリドの残がない為、センナリド（12）3T　3回分の9T処方となっています。

・飯田　修子様～フロジン液　1本処方、4/3朝食後薬1回分臨時処方となっています。

・成田　富士子様～アピドラ注ソロスター　1本処方となっています。

・嶋守　京子様～昨日の夕から、自己服薬管理を再開しています。

＜要注目患者様＞
・内田　都影様～本日深夜帯、天皇に関した妄想的な内容の事を一方的に話し掛けて来る事がありますが、一通り言い終えると去っています。夜間は中途覚醒見られていますが、再入眠出来ています。日中は、SSTへは参加せず自室で臥床されています。午後はホールにてテレビを観たり、洗濯をされ表情は穏やかです。食事は、朝食は不食し昼食は全量摂取しています。引き続き、精神症状の変化や他者とのトラブルに注意して観察し適宜介入していきましょう。



・木村　美智子様～以前は、乾燥機や二層式洗濯機に固着し、悲観的な訴え聞かれていましたが、現在は頻度も減ってきています。本日は、今朝と昼食少し前、ズボンを穿かないで出てきたり、下半身を露出したまま歩いていると、他患者がスタッフに伝えています。確認すると、リハビリパンツのみで自室から出てこようとしたり、トイレにてズボンを全部脱いで出て来たりしている為、介入しています。ズボンは、「おしっこで濡れて・・・」と話しているが全く汚れておらず、大丈夫なので穿く事を伝えると応じ介入し自室へ戻りべッドに座ってもらいリハパンを履いています。拒否的な言動は見られないが「他患者様のリハパン」と話しています。本人様のリハパンだという事を説明しています。SSTへは参加されており、スタッフオフィス前の廊下をモップ掛けしている事あり、お礼を言うと穏やかに返答されています。食事は声掛け誘導にてレストランへ移動しています。朝食・昼食共に1/2摂取されています。動作緩慢も日課の取り組みは出来ています。引き続き精神症状の変化や衝動行為に注意して観察し対応していましょう。

・佐々木　淳様～不機嫌さは見られませんが、スタッフへ心配され声掛けられる事に嫌そうな顔をしている事があります。スタッフの声掛けに笑顔で返答するなど、やや不機嫌さ良くなっています。前のめり歩行は見られています。転倒に注意観察と、引き続き精神状態の観察をしていきましょう。

　　＜受け持ち患者様支援検討＞
・三浦　久司様～青山荘への体験利用は継続して行い、4月末での退院を目指してい
きます。青山荘に入所してから、稲毛区からの生活保護が廃止とな
る可能性があることを伝え、新規で八戸市へ生活保護受給の手続き
を踏む必要があるとの事。今後の流れとしては、本人より4月中に
は入所をしたいとの希望があった為、4月入所でのスケジュールで
動いていく事となります。青山荘では4月の第2週には宿泊体験も
含め全ての体験利用の日程を終え、同月の第3週には判定会議とい
う形にしたいとの事。障害サービスの申請は青森に住所がないと申
請出来ない事、障害サービスの申請手続きに約1ヶ月程度かかる
[bookmark: _GoBack]事等から、住所の変更については4月の初めに行う事としています。
上記について、家族・東幸園晴山氏へ確認を行っていく事としてい
ます。

・畠山　文男様～昨日、ほっぷにてサービス担当者会議行っています。兄様・本人様を除いて各担当者で話し合っています。施設側での体制がまだ整っていないため、週5日の受け入れは難しいとの事で、週１、２回ならと説明あるが最終的には上司と検討してみるとの事です。受け入れが難しいようなら青山荘への入所へと考える事も説明しています。





